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金
沢
駅 

鼓
門
前
に
て

金
沢
駅 

鼓
門
前
に
て

戸
田
支
所
青
年
部 

視
察
研
修

戸田支所青年部 主催　豆まき

日時：２月1日（日）14時15分～
会場：道の駅「くるら戸田」1階ロビー

豆 きま やります！
皆様のご多幸と、日ごろのご支援への感謝をこめて
青年部が今年も豆まきを行います！
多くの皆様のお越しをお待ちしております！

戸田支所 青年部

※参加無料、事前申込は不要です！

沼
津
市
商
工
会 

渡
邊 

好
孝

会
長　

２
面
に
詳
細

於
:
11
月
　
日
30

   

指
導
員
だ
よ
り

事
業
承
継
へ
の
取
組 

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
商
工
会
活
動
に
対
し
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

さ
て
、
近
年
、
当
地
区
に
お
き

ま
し
て
は
小
規
模
事
業
者
の
廃
業

が
相
次
ぎ
、
会
員
数
の
減
少
と
い

う
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
戸
田
地
区
に
お
い
て
、

平
成
20
年
の
商
工
会
合
併
当
初
２

９
２
の
会
員
が
、
現
在
１
６
７
と

４
２
・
８
％
減
少
し
ま
し
た
。
そ

の
背
景
に
は
、
民
宿
の
廃
業
や
小

規
模
事
業
者
の
後
継
者
不
足
が
あ

り
、
地
域
経
済
を
支
え
て
き
た
事

業
者
が
姿
を
消
し
て
い
く
現
状
は
、

私
ど
も
に
と
り
ま
し
て
も
大
変
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
ま
す
。 

　

中
で
も
本
年
、
本
会
が
最
も
重

要
視
す
る
テ
ー
マ
の
一
つ
が
「
事

業
承
継
」
で
す
。
事
業
は
単
な
る

経
済
活
動
で
は
な
く
、
地
域
の
雇

用
や
技
術
、
信
用
、
そ
し
て
歴
史

そ
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
は
、
個
々
の
事
業
者
の

問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
全
体

の
未
来
を
左
右
す
る
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

　

商
工
会
で
は
、
後
継
者
探
し
や

事
業
承
継
計
画
の
策
定
、
専
門
家

と
の
連
携
を
通
じ
た
支
援
体
制
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
事

業
承
継
は
「
ま
だ
早
い
」
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
早
め
の
準
備
こ

そ
が
円
滑
な
承
継
へ
の
第
一
歩
で

す
。
ぜ
ひ
、
お
一
人
で
悩
ま
ず
、

商
工
会
を
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、

個
々
の
実
情
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
進
め
、
地
域
に
根
差
し
た
商
工

会
が
将
来
に
わ
た
り
継
続
で
き
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

〜
学
び
方
改
革
〜 

   
　

沼
津
市
商
工
会
で
は
、
２
月
か

ら
確
定
申
告
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
告
期
限

　

所
得
税　

３
月
16
日
（
月
）

　

消
費
税　

３
月
31
日
（
火
）

◆
必
要
書
類

・
２
０
２
5
年
分
の
源
泉
徴
収
簿
、

　

帳
簿
等
（
収
入
支
出
が
分
か
る

　

も
の
）

・
２
０
２
4
年
以
前
の
決
算
書
、

　

申
告
書
、
源
泉
徴
収
簿

・
証
明
書
（
源
泉
徴
収
票
、
医
療

　

費
、生
命
保
険
、地
震
保
険
等
）

・
本
人
と
配
偶
者
、
扶
養
親
族
等

　

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
書
面
で
提

　

出
す
る
場
合
は
、
本
人
の
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
コ
ピ
ー
し

　

て
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

 

２
０
１
２
年
分
以
降
の
申
告
書

を
商
工
会
で
作
成
・
提
出
し
た
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
０
２
5
年

分
の
決
算
書
等
の
申
告
書
用
紙
が

届
き
ま
せ
ん
。
代
わ
り
に
届
く

「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
は
が

き
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
商
工

会
で
指
導
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

税
務
署
か
ら
の
ハ
ガ
キ
も
忘
れ
ず

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
前
年
の
申
告
書
を
ｅ
‐Ｔ
Ａ
Ｘ

　

で
提
出
し
た
方
は
、
受
信
通
知

　

を
確
認
す
る
た
め
に
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
カ
ー
ド
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が

　

必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子

証
明
書
の
有
効
期
限
は
、
発
行
か

ら
５
回
目
の
誕
生
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
確
定
申
告
等
で
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
す
る
方
は
、
電

子
証
明
書
の
有
効
期
限
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
期
限
切
れ
の
場
合
、

ロ
グ
イ
ン
や
送
信
が
で
き
ま
せ
ん
。

更
新
は
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の

窓
口
で
行
え
ま
す
。
期
限
が
近
い

方
も
、
申
告
前
に
早
め
の
更
新
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　

商
工
会
の
業
務
の
な
か
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
扱
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
統
計
分
野
の
初

歩
で
あ
る
デ
ー
タ
の
分
析
の
考
え

方
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
ま
し
た
。 

　

こ
の
分
野
は
、
い
ま
高
校
で
習

う
よ
う
で
す
。
私
は
学
校
で
は
習

わ
な
か
っ
た
世
代
な
の
で
、
社
会

で
実
践
で
き
る
考
え
方
を
高
校
生

の
う
ち
か
ら
学
べ
る
今
の
学
生
さ

ん
を
羨
ま
し
く
思
い
ま
す
。 

　

近
年
、
勉
強
の
や
り
方
は
選
択

肢
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

今
は
Y
o
u
t
u
b
e
に
わ
か
り

や
す
い
授
業
の
動
画
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
効
率
的
に
要
点
を
学
習
で

き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は

Ａ
Ｉ
に
質
問
す
れ
ば
、
家
庭
教
師

の
よ
う
に
答
え
て
く
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
ん
な
ツ
ー
ル
が
私
の
学

生
時
代
に
あ
れ
ば
…
と
感
じ
ま
す

（
そ
の
ぶ
ん
、
昔
は
な
か
っ
た
ス

マ
ホ
の
誘
惑
に
負
け
る
気
が
し
ま

す
が
…
）
。 

　

Ａ
Ｉ
が
仕
事
を
奪
う
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
様
々
な
分
野
を
気

軽
に
勉
強
で
き
る
環
境
を
チ
ャ
ン

ス
と
と
ら
え
、
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な

せ
る
人
間
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
と

思
い
ま
す
。　
　
　

指
導
員
S
Ｎ

お知らせハガキイメージ

確
定
申
告
指
導
の
ご
案
内

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
電
子
証
明
書
】の
有
効
期
限
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令和8年1月号

　

戸
田
支
所
青
年
部
は
、
昨
年
11

月
30
日
か
ら
12
月
２
日
に
か
け
て
、

石
川
県
（
金
沢
市
、
羽
咋
市
）
へ

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

　

羽
咋
市
で
は
宇
宙
科
学
博
物

館
・
コ
ス
モ
ア
イ
ル
羽
咋
を
見
学

し
ま
し
た
。
羽
咋
に
は
、
江
戸
時

代
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
似
た
物
体
が
幾
度

も
目
撃
さ
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
ま

ち
」
と
し
て
地
域
お
こ
し
を
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
ち
な
み
、
こ
の

博
物
館
に
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
協
力
の
も

と
、
実
際
の
宇
宙
開
発
で
使
用
さ

れ
た
宇
宙
船
や
本
物
の
隕
石
な
ど

の
貴
重
な
展
示
物
が
多
数
あ
り
、

非
常
に
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

金
沢
市
で
は
、
駅
前
の
鼓
門
、

兼
六
園
、
金
沢
城
公
園
、
21
世
紀

美
術
館
の
ほ
か
、
歴
史
的
な
街
並

み
な
ど
も
見
学
し
ま
し
た
。
特
に
、

近
江
町
市
場
は
、
多
く
の
観
光
客

で
ご
っ
た
返
し
て
お
り
、
活
気
に

満
ち
て
い
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
北
陸
な
ら
で
は
の
食
文

化
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
石
川

県
に
は
初
め
て
訪
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
大
い
に
刺
激
に
な
っ
た
研
修

と
な
り
ま
し
た
。 

飯田 太志飯田 太志
副会長副会長

実際に宇宙で使用された
ヴォストーク宇宙カプセルの展示
実際に宇宙で使用された
ヴォストーク宇宙カプセルの展示

近江町市場を見学近江町市場を見学

佐藤 隆彦佐藤 隆彦
副会長副会長

　

新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

平
素
よ
り
、
商
工
会
事
業
に
格

別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

昨
年
は
、
物
価
高
騰
の
長
期
化

や
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
よ
る
労

働
賃
金
の
上
昇
な
ど
、
先
行
き
不

透
明
な
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
き
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。 

　

本
年
、
令
和
８
年
１
月
１
日
よ

り
下
請
法
が
改
正
さ
れ
、
新
法

「
中
小
受
託
取
引
適
正
化
法
（
取

適
法
）
」
が
施
行
さ
れ
、
適
正
価

格
で
の
取
引
や
資
金
繰
り
の
安
定

化
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　

今
年
は
丙
午
に
あ
た
り
、
行
動

力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
ま
る
前
向

き
な
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
会

で
は
「
沼
津
市
商
工
会
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
」
の
策
定
を
進
め
、
組
織
・

財
政
の
見
直
し
、
事
業
承
継
や
会

員
支
援
の
充
実
に
、
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

11
月
26
日
〜
27
日
の
２
日
間
、

岩
手
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
25
回

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
」
に
参

加
し
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
力
」
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
約

３
千
人
の
仲
間
の
熱
気
に
、
会
場

は
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　

特
に
主
張
発
表
大
会
で
は
、
地    

域
振
興
や
自
社
経
営
に
挑
む
同
志

の
熱
い
想
い
に
触
れ
、
部
員
自
身

も
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
困
難
を
乗
り
越

え
た
岩
手
の
地
で
、
未
来
を
切
り

拓
く
青
年
部
の
底
力
を
再
確
認
し
、

絆
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。 

　

こ
の
大
会
で
得
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
地
元
へ
と
還
元
し
、
皆
様
の
期

待
に
応
え
る
べ
く
、
部
員
一
丸
と

な
っ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ

り
沼
津
市
商
工
会
の
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

地
域
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
原

材
料
価
格
の
高
騰
や
人
手
不
足
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
一
方

で
、
新
し
い
挑
戦
や
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。
商
工
会
は
、
皆
さ
ま
一

人
ひ
と
り
の
声
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
経
営
の
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
そ
し
て
地
域
を
元
気
に
す

る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま

す
。 
　

本
年
も
、
会
員
の
皆
さ
ま
と
共

に
学
び
、
支
え
合
い
、
前
向
き
に

歩
ん
で
い
け
る
１
年
と
な
る
こ
と

を
ま
た
、
微
力
な
が
ら
渡
邊
会
長

を
支
え
商
工
会
の
更
な
る
発
展
に

向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

本
会
管
轄
地
域
で
は
、
20
年
前

の
市
町
村
合
併
以
降
、
小
規
模
事

業
者
数
が
約
９
％
減
少
し
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
戸
田
地
区
で
は
42

％
と
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
か
ら
事
業
者
が
姿
を
消
す
こ

と
は
、
ま
ち
の
賑
わ
い
や
消
費
者

の
利
便
性
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
人
口
減
少
や
地
域

経
済
の
衰
退
を
招
く
要
因
と
も
な

る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
と
っ
て

「
事
業
承
継
」
は
喫
緊
の
重
要
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
12

月
４
日
、
株
式
会
社

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
・
福
島
耕
太
氏
を

講
師
に
迎
え
、
小
規
模
事
業
者
の

「
事
業
承
継
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
事
業
承
継
を

取
り
巻
く
現
状
を
は
じ
め
、
講
師

が
実
際
に
対
応
し
た
相
談
事
例
を

交
え
な
が
ら
、
親
族
内
承
継
や
従

業
員
承
継
な
ど
承
継
パ
タ
ー
ン
別

に
「
ま
ず
何
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い

の
か
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
取
り

組
み
方
法
に
つ
い
て
解
説
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
特
に
、
現
経
営
者
と

後
継
者
候
補
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
や
、
意
思
を
丁

寧
に
す
り
合
わ
せ
て
い
く
必
要
性

に
つ
い
て
、
実
例
を
交
え
て
説
明

さ
れ
た
点
が
印
象
的
で
し
た
。 

　

な
お
、
本
会
で
は
毎
月
１
回
、

静
岡
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
専
門
家
に

よ
る
無
料
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
事
業
承
継
に
関
す
る
お

悩
み
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

戸
田
支
所
青
年
部
　
視
察
研
修
報
告

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

青
年
部
全
国
大
会
参
加

ゼ
ロ
か
ら
学
ぶ

エ
ク
セ
ル
講
座
開
催

事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

伴
走
型
小
規
模
事
業
者 

　
　
　
　
　  

推
進
事
業

W
illdom

　

12
月
１
日
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ

ー
静
岡
と
の
連
携
に
よ
り
、
名
古

屋
大
原
学
園
の
小
池
綾
子
氏
を
講

師
に
迎
え
、
身
近
な
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル

で
あ
る
E
x
c
e
l
の
活
用
を
テ

ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。 

　

昨
今
の
人
手
不
足
や
人
件
費
・

物
価
の
高
騰
な
ど
、
厳
し
い
事
業

環
境
が
続
く
な
か
、
業
務
効
率
の

改
善
や
利
益
確
保
は
多
く
の
事
業

者
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
本
講
座
で
は
、

表
計
算
ソ
フ
ト
を
初
め
て
使
う
方

に
も
理
解
し
や
す
い
よ
う
、
「
基

本
中
の
基
本
」
か
ら
丁
寧
な
解
説

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

講
義
で
は
、
書
類
と
し
て
の
見

や
す
さ
を
意
識
し
た
書
式
設
定
の

ポ
イ
ン
ト
や
、
業
務
で
よ
く
使
わ

れ
る
機
能
（
関
数
や
各
種
設
定
）

に
つ
い
て
、
実
際
に
手
を
動
か
し

な
が
ら
学
ぶ
実
践
的
な
内
容
が
中

心
と
な
り
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の

締
め
く
く
り
と
し
て
は
、
実
務
を

想
定
し
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
活
用

し
た
請
求
書
の
作
成
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。 

　

本
会
で
は
、
経
営
発
達
支
援
計

画
に
お
い
て
「
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
活

用
し
た
生
産
性
の
向
上
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
会
計
ソ
フ
ト
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
、
身
近
な
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー

ル
の
活
用
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
効
率
化

に
つ
い
て
お
悩
み
の
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
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戸
田
支
所
青
年
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２
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石
川
県
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金
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羽
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へ
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視
察
研
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い
ま
し
た
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金
沢
駅 

鼓
門
前
に
て

金
沢
駅 

鼓
門
前
に
て

戸
田
支
所
青
年
部 

視
察
研
修

戸田支所青年部 主催　豆まき

日時：２月1日（日）14時15分～
会場：道の駅「くるら戸田」1階ロビー

豆 きま やります！
皆様のご多幸と、日ごろのご支援への感謝をこめて
青年部が今年も豆まきを行います！
多くの皆様のお越しをお待ちしております！

戸田支所 青年部

※参加無料、事前申込は不要です！

沼
津
市
商
工
会 

渡
邊 

好
孝

会
長　

２
面
に
詳
細

於
:
11
月
　
日
30

   

指
導
員
だ
よ
り

事
業
承
継
へ
の
取
組 

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
商
工
会
活
動
に
対
し
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

さ
て
、
近
年
、
当
地
区
に
お
き

ま
し
て
は
小
規
模
事
業
者
の
廃
業

が
相
次
ぎ
、
会
員
数
の
減
少
と
い

う
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
戸
田
地
区
に
お
い
て
、

平
成
20
年
の
商
工
会
合
併
当
初
２

９
２
の
会
員
が
、
現
在
１
６
７
と

４
２
・
８
％
減
少
し
ま
し
た
。
そ

の
背
景
に
は
、
民
宿
の
廃
業
や
小

規
模
事
業
者
の
後
継
者
不
足
が
あ

り
、
地
域
経
済
を
支
え
て
き
た
事

業
者
が
姿
を
消
し
て
い
く
現
状
は
、

私
ど
も
に
と
り
ま
し
て
も
大
変
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
ま
す
。 

　

中
で
も
本
年
、
本
会
が
最
も
重

要
視
す
る
テ
ー
マ
の
一
つ
が
「
事

業
承
継
」
で
す
。
事
業
は
単
な
る

経
済
活
動
で
は
な
く
、
地
域
の
雇

用
や
技
術
、
信
用
、
そ
し
て
歴
史

そ
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
は
、
個
々
の
事
業
者
の

問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
全
体

の
未
来
を
左
右
す
る
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

　

商
工
会
で
は
、
後
継
者
探
し
や

事
業
承
継
計
画
の
策
定
、
専
門
家

と
の
連
携
を
通
じ
た
支
援
体
制
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
事

業
承
継
は
「
ま
だ
早
い
」
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
早
め
の
準
備
こ

そ
が
円
滑
な
承
継
へ
の
第
一
歩
で

す
。
ぜ
ひ
、
お
一
人
で
悩
ま
ず
、

商
工
会
を
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
、

個
々
の
実
情
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
進
め
、
地
域
に
根
差
し
た
商
工

会
が
将
来
に
わ
た
り
継
続
で
き
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

〜
学
び
方
改
革
〜 

   

　

沼
津
市
商
工
会
で
は
、
２
月
か

ら
確
定
申
告
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
告
期
限

　

所
得
税　

３
月
16
日
（
月
）

　

消
費
税　

３
月
31
日
（
火
）

◆
必
要
書
類

・
２
０
２
5
年
分
の
源
泉
徴
収
簿
、

　

帳
簿
等
（
収
入
支
出
が
分
か
る

　

も
の
）

・
２
０
２
4
年
以
前
の
決
算
書
、

　

申
告
書
、
源
泉
徴
収
簿

・
証
明
書
（
源
泉
徴
収
票
、
医
療

　

費
、生
命
保
険
、地
震
保
険
等
）

・
本
人
と
配
偶
者
、
扶
養
親
族
等

　

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
書
面
で
提

　

出
す
る
場
合
は
、
本
人
の
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
コ
ピ
ー
し

　

て
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

 

２
０
１
２
年
分
以
降
の
申
告
書

を
商
工
会
で
作
成
・
提
出
し
た
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
０
２
5
年

分
の
決
算
書
等
の
申
告
書
用
紙
が

届
き
ま
せ
ん
。
代
わ
り
に
届
く

「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
は
が

き
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
商
工

会
で
指
導
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

税
務
署
か
ら
の
ハ
ガ
キ
も
忘
れ
ず

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
前
年
の
申
告
書
を
ｅ
‐Ｔ
Ａ
Ｘ

　

で
提
出
し
た
方
は
、
受
信
通
知

　

を
確
認
す
る
た
め
に
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
カ
ー
ド
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が

　

必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子

証
明
書
の
有
効
期
限
は
、
発
行
か

ら
５
回
目
の
誕
生
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
確
定
申
告
等
で
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
す
る
方
は
、
電

子
証
明
書
の
有
効
期
限
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
期
限
切
れ
の
場
合
、

ロ
グ
イ
ン
や
送
信
が
で
き
ま
せ
ん
。

更
新
は
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の

窓
口
で
行
え
ま
す
。
期
限
が
近
い

方
も
、
申
告
前
に
早
め
の
更
新
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　

商
工
会
の
業
務
の
な
か
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
扱
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
統
計
分
野
の
初

歩
で
あ
る
デ
ー
タ
の
分
析
の
考
え

方
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
ま
し
た
。 

　

こ
の
分
野
は
、
い
ま
高
校
で
習

う
よ
う
で
す
。
私
は
学
校
で
は
習

わ
な
か
っ
た
世
代
な
の
で
、
社
会

で
実
践
で
き
る
考
え
方
を
高
校
生

の
う
ち
か
ら
学
べ
る
今
の
学
生
さ

ん
を
羨
ま
し
く
思
い
ま
す
。 

　

近
年
、
勉
強
の
や
り
方
は
選
択

肢
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

今
は
Y
o
u
t
u
b
e
に
わ
か
り

や
す
い
授
業
の
動
画
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
効
率
的
に
要
点
を
学
習
で

き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は

Ａ
Ｉ
に
質
問
す
れ
ば
、
家
庭
教
師

の
よ
う
に
答
え
て
く
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
ん
な
ツ
ー
ル
が
私
の
学

生
時
代
に
あ
れ
ば
…
と
感
じ
ま
す

（
そ
の
ぶ
ん
、
昔
は
な
か
っ
た
ス

マ
ホ
の
誘
惑
に
負
け
る
気
が
し
ま

す
が
…
）
。 

　

Ａ
Ｉ
が
仕
事
を
奪
う
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
様
々
な
分
野
を
気

軽
に
勉
強
で
き
る
環
境
を
チ
ャ
ン

ス
と
と
ら
え
、
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な

せ
る
人
間
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
と

思
い
ま
す
。　
　
　

指
導
員
S
Ｎ

お知らせハガキイメージ

確
定
申
告
指
導
の
ご
案
内

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
電
子
証
明
書
】の
有
効
期
限
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